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田
原
市
は
日
本
一
の
農
業
の
産
地

で
あ
る
と
と
も
に
、日
本
一
の
花

の
産
地
で
す
。平
成
18
年
の
生
産
農
業

所
得
統
計
で
は
、田
原
市
の
農
業
産
出

額
は
７
２
４
億
４
千
万
円
と
全
国
１
位

で
、そ
の
う
ち
、花
き
の
農
業
産
出
額
は

３
５
４
億
１
千
万
円
と
約
半
分
を
花
き
が

占
め
て
い
ま
す
。中
で
も
、キ
ク
・
バ
ラ
・
ア

ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
・
観
葉
植
物
は
全
国
１

位
の
産
出
額
を
誇
っ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ

か
に
も
、リ
シ
ア
ン
サ
ス（
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
）や
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど
、ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

産
出
額
を
誇
る
花
き
が
た
く
さ
ん
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
田
原
市
の
花
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
、農
業
振
興
の
取
り
組
み
を
示
し
た「
た

は
ら
21
新
農
業
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き『
日
本

一
の
花
の
生
産
地
か
ら
、日
本
一
花
を
贈

る
ま
ち
に
！
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、花
を
贈

る
習
慣
の
定
着
を
目
指
し
、さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

愛
知
県
に
お
い
て
も
今
年
度
、花
へ
の

関
心
を
高
め
需
要
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目

的
に「
花
い
っ
ぱ
い
県
民
運
動
」を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
多

種
多
様
な
花
を
、ま
ず
は
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め「
今
月
の
渥
美
半

島
の
花
」と
し
て
、公
共
施
設
な
ど
に
展
示

し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、広
報
た
は
ら
で
も

毎
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、大
切
な
人
へ
感
謝
や
愛
情

を
込
め
て
渥
美
半
島
の
花
を
贈
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
農
政
課
☎
23
局
３
５
１
７
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F
low

er city 
1

日
本
一
の
花
の
生
産
地
か
ら

日
本
一
花
を
贈
る
ま
ち
に
！

 

今月の渥美半島の花～ハイビスカス・アルストロメリア～今月の渥美半島の花～ハイビスカス・アルストロメリア～

ハイビスカス（鉢花／出荷時期：4～6月）

【花言葉】 …常に新しい美
　ハワイや東南アジア原産の花でレイ（首飾り）や髪飾りでも
おなじみです。原色で一重咲きのものが中心ですが、小ぶりの
花をつけるものや八重咲きのものなどさまざまな種類があり
ます。
　プレゼントするなら鉢がオススメ。日当たりのよい場所に置
くと、次々とつぼみをつけて夏の間咲き続けます。
　田原市は県内１位の生産額を誇っています。

4月 カーネーション 10月 バラ

5月 アジサイ 11月 白輪ギク

6月
ハイビスカス、
アルストロメリア

12月 シクラメン

7月 アンスリウム 1月 リシアンサス
（トルコギキョウ）

8月 スプレーギク 2月 ベゴニア

9月 グロリオサ 3月 ガーベラ

●今月の渥美半島の花（平成25年度予定）

アルストロメリア（切花／出荷時期：10～6月）

【花言葉】 …エキゾチック、援助、持続
　南米チリ原産の花で「インカのユリ」とも呼ばれています。
　花の名前はスウェーデンの植物学者アルストレーメル氏に由
来しています。
　花保ちがよく色彩が豊富で豪華なことから、フラワーアレンジ
メントによく使われます。田原市では約70品種ほど生産されて
います。
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H
appiness

2

市
民
一
人
ひ
と
り
の

『
幸
せ
』づ
く
り
に
向
け
て

「
み
ん
な
が
幸
福
を
実
現
で
き
る

ま
ち
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

と
し
た
改
定
版
第
１
次
田
原
市
総
合
計
画

に
基
づ
い
て
、
田
原
市
で
は
「
市
民
一
人

ひ
と
り
の
幸
福
」
に
着
目
し
、
幸
福
感
の

高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
幸
福
」
は
、
個
人

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
個
人

個
人
の
幸
せ
全
て
を
行
政
が
か
な
え
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
田
原
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

は
「
自
分
自
身
の
幸
福
と
は
何
か
を
見
つ

め
直
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
」
を
、
ま
た
行
政
は
「
市
民
が
幸
福

を
追
求
で
き
る
よ
う
に
、
基
盤
と
な
る
環

境
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
」
を
基
本
的

な
役
割
と
位
置
づ
け
ま
す
。

　

そ
し
て
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
「
幸
せ
」

づ
く
り
に
向
け
、
今

年
度
一
年
間
で
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
推
進

プ
ラ
ン
を
作
成
し
て

い
き
ま
す
。

▪
田
原『
幸
せ
づ
く
り
』市
民
チ
ー
ム
の

　

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

幸
福
感
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

向
け
た
プ
ラ
ン
作
成
に
あ
た
り
、必
要
と

な
る
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
に
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
人
員
＝
20
名
程
度（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
選
考
に
よ
り
決
定
）

◦
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、市
民
活
動
を
実
践
し
て
い
る
方
ま

た
は
興
味
の
あ
る
方

◦
申
し
込
み
＝
６
月
28
日（
金
）ま
で
に
政

策
推
進
課
に
あ
る
申
込
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、直
接
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
送
に
て

◦
そ
の
他
＝
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／

意
見
交
換
会
は
７
月
ご
ろ
か
ら
月
１
回

（
全
３
回
）程
度
を
予
定

▼
政
策
推
進
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
０
７

23
局
０
６
６
９

seisaku@
city.tahara.aichi.jp

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

災害時における家屋被害状況調査
に関する協定を締結
　５月８日（水）、田原市
と愛知県土地家屋調
査士会との間で、災害
時における家屋被害状
況調査に関する協定書
の調印を行いました。
　これは、東海・東南海
地震などの大規模災害
が発生した際、家屋の
被害状況調査の人員
確保のため、愛知県土地家屋調査士会に会員の派遣を依
頼し、迅速なり災証明書の発行を図るものです。
　なお、愛知県土地家屋調査士会は、同日、東三河５市３町
とそれぞれ協定を締結しました。
●愛知県土地家屋調査士会
愛知県下に土地家屋調査士事務所をかまえる調査士全員が加入する
団体（会員数：一般会員1,117、法人会員22［H24.8現在］）。調査士は、
国民の大切な財産である土地・建物の権利を明らかにするため、不動産
登記における表示に関する登記手続きなどを専門に行う国家資格者。

▼税務課☎23局3510

▲協定を締結した愛知県土地家屋
調査士会 滝口孝会長（左）と鈴木
田原市長 は

ら
15
日
号
」と
連
動
し
た
情
報
発
信
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▼
広
報
秘
書
課
☎
22
局
０
１
３
８

平
成
25
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル（
広

報
企
画
部
門
）に
お
い
て
、『
田
原
市

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー 

ブ
ロ
グ
に
よ
る
情
報
発
信

（
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
）』が
入
選
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
愛
知
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

奨
励
賞
と
な
っ
た
こ
の
企
画
が
、愛
知
県
か

ら
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ルへ
応
募
さ
れ
、入
賞

を
果
た
し
た
も
の
で
す
。市
民
活
動
や
地
域

の
話
題
を
中
心
に
掲
載
し
て
い
る「
広
報
た

2
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル「
広
報
企
画
」

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
が
入
選

▲広報サポーターブログ

3
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Facility m
anagem

ent

公
共
施
設
の
有
効
活
用
に
向
け
て

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入

市
の
公
共
施
設
は
、合
併
に
よ
る
重

複
、老
朽
化
に
よ
る
建
替
え
の
必

要
性
、市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。ま
た
、全
国

的
に
も
公
共
施
設（
建
物
）、道
路
、橋
梁
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
更
新
経
費
の
拡
大

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、市
は「
公
共
施

設
の
あ
り
方
お
よ
び
利
活
用
に
関
す
る
基

本
方
針
」を
策
定
し
、現
在
利
用
中
の
財
産

の
更
な
る
有
効
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、

施
設
の
集
約
化
・
適
正
配
置
・
民
営
化
な
ど

に
よ
る
合
理
化
を
図
る
た
め
の『
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』を
導
入
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、今
以
上
の
経
営
感
覚
を

持
っ
た
財
産

管
理
の
実
現

に
向
け
、公
共

施
設
の「
保
有

総
量
縮
小
」

「
効
率
的
利

用
」「
長
寿
命

化
」な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

▪
公
共
施
設
あ
り
方
検
討
委
員
会
の

　

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

公
共
施
設
の
有
効
活
用
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
意
見
な
ど
を
求
め
る「
田
原
市

公
共
施
設
あ
り
方
検
討
委
員
会
」の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

◦
募
集
人
員
＝
２
名

◦
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方
で
、平
日
昼
間
に
開
催
す
る
会
議（
年

5
回
程
度
）に
出
席
で
き
る
方

◦
任
期
＝
７
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月

31
日
ま
で

◦
報
酬
＝
５
０
０
０
円
／
回

◦
選
考
方
法
＝
作
文

◦
申
し
込
み
＝
６
月
21
日（
金
）ま
で
に
財

政
課
に
あ
る
申
込
書
に「
公
共
施
設
の

あ
り
方
に
対
す
る
意
見
」を
記
入
の
う

え
、直
接
ま
た
は
郵
送
に
て

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
財
政
課
☎
23
局
３
５
９
１

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/
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市民ボランティア1200名を大募集！
中部・北陸実業団駅伝大会

◉大 会 日 時	 11月17日日　午前９時～午後１時ごろ
◉大会コース スタート（道の駅伊良湖クリスタルポルト）～フィニッシュ（はなとき通り）
◉応 募 資 格	 市内在住・在勤・在学の15歳以上の方　※ただし、中学生を除きます。高校生は保護者の承諾が必要です。

◉活 動 日 時	 11月17日日　午前８時30分～午後2時ごろ（実活動は1時間程度）
◉活 動 内 容	 コース（沿道）の整理、カラーコーンの設置・撤去、会場整理、看板持ちなど
◉募 集 人 員	 1200名（先着順）
◉募 集 期 間	 7月31日㊌まで（必着）
◉応 募 方 法	 申込用紙に必要事項を記入のうえ、持参または郵送・ＦＡＸ・Eメールにて
 （申込用紙は、生涯学習課、田原・赤羽根・渥美文化会館、渥美運動公園、各市民館で配布するほか
 市ホームページからダウンロード可）
◉そ  の  他	 当日は主催者でボランティア保険に加入
※詳細は、申込用紙に添付の資料をご覧ください。

【申し込み・問い合わせ先】▶生涯学習課　実業団駅伝担当　〒441－3492（住所不要）
　　　　　　　　　　　　　☎23局3531　 22局3811
　　　　　　　　　　　　 syogaku@city.tahara.aichi.jp http：//www.city.tahara.aichi.jp/

　中部・北陸のトップアスリートの実業団チームが田原市に集結し、熱く華やかな
レースを繰り広げます。
　皆さんの参加でさらに大会を盛り上げるため、市民ボランティアを募集します。

＜応募要領＞
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❖
な
く
そ
う
！
不
法
投
棄

　

５
月
30
日（
木
）～
６
月
５
日（
水
）は『
全
国
ご

み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
』で
、全
国
で
不
法
投

棄
を
な
く
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。田

原
市
に
お
い
て
も
、清
掃
活
動
の
支
援
や
、ご
み
持

ち
帰
り
の
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は「
し
な
い
」こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、「
さ
せ
な
い
」環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
。日
ご

ろ
か
ら
ご
自
身
の
土
地
や
、家
の
周
り
の
道
路
な

ど
を
き
れ
い
に
保
つ
よ
う
に
気
を
配
る
こ
と
が
不

法
投
棄
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

む
や
み
に
ご
み
を
捨
て
る
と
、法
律
で
罰
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
み
の
ポ
イ
捨
て
・
不
法

投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
分
別
に
つ
い

て
は
、ご
家
庭
の「
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご

確
認
い
た
だ
き
、マ
ナ
ー

を
守
っ
て
の
ご
み
出
し

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８

23
局
０
１
８
０

わたしの地区の 廃棄物減量等推進員 さん
　平成 25 年度の各地区の廃棄物減量等推進員は次のとおりです。各地区から選出された推進員さ
んには、ごみの適正処理や減量化などを目的に、各ごみステーションにおける分別指導などの活動
を行っていただきます。
　ごみ減量・ごみ出しマナーの向上にご協力をお願いします。

【敬称略】

私
た
ち
の
ま
ち
を

も
っ
と
美
し
く

◉
六
連
校
区

長
上　
　
　
　

渡
邉
真
教　

久
美
原　
　
　

伊
藤
裕
治　

浜
田　
　
　
　

髙
崎
康
彦　

百
　々
　
　
　

渡
邊
保
政　

新
浜　
　
　
　

藤
田　

勉　

◉
神
戸
校
区

川
岸　
　
　
　

小
見
田
唯
幸

漆
田
一
区　
　

彦
坂
伸
男　

漆
田
二
区　
　

峠　

虎
八　

漆
田
三
区　
　

萩
本
義
伸　

東
赤
石　
　
　

松
井
孝
悟　

サ
ン
コ
ー
ト　

樽
見　

勇　

神
戸
市
場　
　

三
浦
利
仁　

青
津　
　
　
　

林　

正
則　

希
望
が
丘　
　

岐
阜
二
夫　

赤
松　
　
　
　

河
合
昭
典　

志
田　
　
　
　

仲
谷　

智　

新
美　
　
　
　

伊
藤
文
子　

南
町　
　
　
　

中
嶋
久
之　

谷
ノ
口　
　
　

福
井
貞
男　

東
ヶ
谷　
　
　

鈴
木
隆
文　

◉
大
草
校
区

大
草　
　
　
　

彦
坂
昭
雄　

大
草
団
地　
　

加
藤
公
樹　

◉
田
原
東
部
校
区

相
川　
　
　
　

柏
村
修
志　

谷
熊　
　
　
　

原
田
義
久　

や
ぐ
ま
台　
　

小
倉
紀
元　

豊
島　
　
　
　

碓
井
隆
一　

　
　
　
　
　
　

福
井
政
己　

御
殿
山　
　
　

菰
田
達
由　

◉
田
原
南
部
校
区

大
久
保　
　
　

鈴
木
重
則　

　
　
　
　
　
　

河
合
洋
平　

◉
童
浦
校
区

吉
胡　
　
　
　

内
藤
宏
一　

木
綿
台　
　
　

鈴
木
理
恵
子

吉
胡
台　
　
　

齋
藤　

貢　

浦　
　
　
　
　

鈴
木
邦
友　

　
　
　
　
　
　

三
浦
幸
夫　

西
浦　
　
　
　

宮
迫
秀
光　

波
瀬　
　
　
　

石
部
初
夫　

姫
見
台　
　
　

伊
藤
博
司　

片
浜　
　
　
　

小
林
昌
則　

白
谷　
　
　
　

河
合
寛
幸　

光
崎　
　
　
　

下
地
紀
仁　

片
西　
　
　
　

水
田
一
規　

◉
田
原
中
部
校
区

一
番
東　
　
　

河
邉
曉
雄　

一
番
西　
　
　

永
田
雄
次　

三
番
組　
　
　

近
藤
治
夫　

四
番
組
東　
　

藤
城
克
夫　

四
番
組
西　
　

大
場
一
男　

四
番
組
南　
　

高
尾　

洋　

蔵
王
東
ヶ
丘　

樋
口
博
樹　

蔵
王
南
ヶ
丘　

二
川
登
志
夫

萱
町
一
区　
　

大
久
保
寛　

萱
町
二
区　
　

神
谷
幸
治　

萱
町
三
区　
　

髙
久
昭
夫　

本
町　
　
　
　

柴
田
辰
美　

新
町　
　
　
　

夏
井
一
彦　

◉
衣
笠
校
区

加
治　
　
　
　

鈴
木
英
昭　

　
　
　
　
　
　

前
田
廣
志　

衣
笠　
　
　
　

立
岩　

薫　

八
軒
家　
　
　

鈴
木
一
成　

藤
七
原　
　
　

金
田
幸
博　

鎌
田　
　
　
　

髙
野
利
広　

東
滝
頭　
　
　

妹
尾
都
士
夫

赤
石　
　
　
　

大
場　

徹　

◉
野
田
校
区

芦　
　
　
　
　

鈴
木
久
男　

南　
　
　
　
　

白
井
正
臣　

彦
田　
　
　
　

亀
田
泰
久　

雲
明　
　
　
　

大
村
俊
美　

保
井　
　
　
　

河
合
茂
幸　

東
馬
草　
　
　

渥
美
英
樹　

山
ノ
神　
　
　

吉
岡
正
一　

西
馬
草　
　
　

鋤
柄
愼
昭　

今
方　
　
　
　

林　

正
幸　

北
海
道　
　
　

河
合
正
孝　

野
田
市
場　
　

河
合　

司　

仁
崎　
　
　
　

伊
藤
祐
一　

ほ
る
と
台　
　

須
之
内
信
明

◉
高
松
校
区

高
松　
　
　
　

石
川
昌
男　

　
　
　
　
　
　

大
羽
吉
幸　

◉
赤
羽
根
校
区

赤
羽
根
東　
　

本
多
昌
仁　

赤
羽
根
中　
　

後
藤
彰
美　

赤
羽
根
西　
　

鈴
木　

昇　

◉
若
戸
校
区

池
尻　
　
　
　

杉
原
敏
元　

若
見　
　
　
　

田
中
通
裕　

越
戸　
　
　
　

渡
會
輝
夫　

◉
和
地
校
区

和
地
一
色　
　

荒
木
宗
春　

和
地　
　
　
　

河
合
昌
史　

土
田　
　
　
　

河
合
芳
広　

◉
堀
切
校
区

堀
切　
　
　
　

髙
瀬
常
和　

小
塩
津　
　
　

鈴
木　

武　

◉
伊
良
湖
校
区

伊
良
湖　
　
　

粕
谷
義
明　

日
出　
　
　
　

内
藤
康
宏　

◉
亀
山
校
区

亀
山　
　
　
　

桑
名
重
夫　

西
山　
　
　
　

稲
田　

稔　

◉
中
山
校
区

中
山　
　
　
　

林　

芳
和　

　
　
　
　
　
　

北
原　

進　

小
中
山　
　
　

中
川
正
春　

　
　
　
　
　
　

中
川　

隆　

◉
福
江
校
区

長
沢　
　
　
　

鈴
木
正
一　

福
江　
　
　
　

天
野　

暢　

　
　
　
　
　
　

鶴
見
博
泰　

保
美　
　
　
　

山
本
耕
作　

　
　
　
　
　
　

稲
垣
勝
広　

向
山　
　
　
　

石
井
政
彦　

◉
清
田
校
区

山
田　
　
　
　

田
中
義
弘　

高
木　
　
　
　

小
松　

兼　

折
立　
　
　
　

杉
浦
嘉
彦　

古
田　
　
　
　

永
井
正
人　

　
　
　
　
　
　

渡
邉
正
顕　

◉
泉
校
区

宇
津
江　
　
　

鈴
木
義
彦　

江
比
間　
　
　

林　

徳
孝　

八
王
子　
　
　

渡
邉
俊
則　

村
松　
　
　
　

大
久
保

哉

馬
伏　
　
　
　

丸
井
良
德　

伊
川
津　
　
　

平
井
俊
朗　

石
神　
　
　
　

伊
藤
行
道　

夕
陽
が
浜　
　

鈴
木
孝
雄　



    

愛
知
県
防
災
航
空
隊

　

愛
知
県
防
災
航
空
隊
は
、
防
災
へ
リ
コ

プ
タ
ー
（
通
称
わ
か
し
ゃ
ち
）
に
搭
乗

し
、
そ
の
特
性
を
活
か
し
た
空
か
ら
の
広

域
的
な
消
防
防
災
活
動
を
任
務
と
し
て
い

ま
す
。
活
躍
の
場
は
、
愛
知
県
内
を
中
心

に
要
請
が
あ
れ
ば
全
国
各
地
に
出
動
し
ま

す
。

　

愛
知
県
防
災
航
空
隊
に
、
こ
の
４
月
か

ら
３
年
間
、
河
合
宏
和
消
防
士
長
が
派
遣

さ
れ
て
い
ま
す
。
河
合
消
防
士
長
は
、「
空

か
ら
県
民
の
安
心
・
安
全
を
守
り
、
災
害

に
強
い
愛
知
県
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。」

と
熱
い
思
い
を
胸
に
厳
し
い
訓
練
を
積
み

任
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

　

浮
い
て
待
て
！

　

毎
年
、
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
痛
ま
し
い

水
の
事
故
が
発
生
し
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、「
浮
い
て
救
助
を
待
つ
」
こ
と
で
助

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
例
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。

　

消
防
署
で
は
水

の
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
、
学

校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通

じ
て
命
を
守
る
着

衣
泳
講
習
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

①
溺
れ
て
し
ま
っ
た
ら
？

　

手
や
足
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
る
と
体
力
を

消
耗
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
腕
を
頭

の
上
に
あ
げ
る
と
沈
み
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

も
し
、
溺
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
息
を

た
く
さ
ん
吸
っ
て
胸
に
空
気
を
た
め
、
全

身
の
力
を
抜
い
て
ラ
ッ
コ
の
よ
う
に
背
浮

き
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
状

況
に
よ
っ
て
、
服
の
中
に
空
気
を
入
れ
た

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
か
ば
ん
な
ど
浮
く

も
の
を
胸
に
抱
え
た
り
し
て
「
浮
い
て
待

つ
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
溺
れ
た
人
を
発
見
し
た
ら
？

　

ま
ず
、
１
１
９
番

通
報
を
し
ま
す
。
そ

し
て
、
浮
く
も
の
を

探
し
て
溺
れ
て
い
る

人
に
渡
す
こ
と
が
救

助
の
第
一
歩
に
な
り

ま
す
。「
助
け
に
行
っ

た
人
が
溺
れ
て
し
ま

う
」
こ
と
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
陸
上

へ
の
救
助
は
救
助
隊

や
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー

に
任
せ
た
ほ
う
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

意
見
発
表
会
全
国
大
会
へ

　　

全
国
消
防
長
会
東
海
支
部
消
防
職
員
意

見
発
表
会
が
４
月
26
日
新
城
市
（
新
城
地

域
文
化
広
場
文
化
会
館
）
で
開
催
さ
れ
、

田
原
市
消
防
本
部
の
遠
山
直
也
消
防
士
が

最
優
秀
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
６
月
26
日
に

は
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

東
海
支
部
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

遠
山
消
防
士
は
、「
道
標
（
み
ち
し
る

べ
）」
と
題
し
て
、
台
風
や
地
震
、
そ
し

て
津
波
な
ど
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
田

原
市
民
だ
け
で
な
く
レ
ジ
ャ
ー
や
観
光
な

ど
で
訪
れ
た
土
地
勘
の
な
い
方
に
も
わ
か

り
や
す
い
避
難
誘
導
の
仕
組
み
に
つ
い
て

提
案
・
発
表
し
ま
し
た
。

消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
ＯZ

の
ま
ま

消太

救子

夏
号
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新
型
車
両
配
備

　

災
害
支
援
車
と
多
機
能
型
消
防
車
の
２

台
が
新
た
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
支
援
車
は
、大
規
模
災
害
発
生
時
、

緊
急
消
防
援
助
隊
の
隊
員
輸
送
や
資
機
材

搬
送
を
担
う
た
め
、
総
務
省
消
防
庁
か
ら

貸
与
さ
れ
ま
し
た
。
車
両
は
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
が
ベ
ー
ス
で
、隊
員
21
人
が
乗
車
し
、

必
要
な
資
機
材
を
積
載
す
る
ス
ペ
ー
ス
も

確
保
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

緊
急
消
防
援

助
隊
で
使
用
し

な
い
時
は
、
市

内
を
中
心
に
活

躍
し
ま
す
。

　

⑪
梅
雨
時
は
、○
○
ん
が
多
い
で
す
。

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
で
す
。

⑤
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
英
語
で

⑥
風
水
害
を
防
ぐ
た
め
に
、川
岸
に

土
を
積
み
上
げ
て
築
い
た
堤

⑧
神
が
乗
る
馬
の
こ
と

⑩
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、昔
か
ら
赤
ん

坊
を
運
ん
で
く
る
鳥
で
す
。○
○
ノ

ト
リ

⑫
天
狗
の
う
ち
わ
。植
物
で
す
。

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
６
月
30
日（
日
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
春
号
の
答
え　

ポ
ン
プ
シ
ャ
】

（
応
募
総
数
50
通
中
、正
解
48
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
ぎ
ょ
う
ざ
が
有
名
な
関
東
の
町

②
出
る
と
打
た
れ
る
。

③
南
半
球
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
○
○
○

④
暑
い
季
節

⑦
小
さ
な
力
を
大
き
な
力
に
変
え
る
。

⑨
東
日
本
大
震
災「
奇
跡
の
一
本
○
○
」

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５

23
局
２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

② ③ ④

⑤

⑥

⑧ ⑩ ⑪

⑫

①Ａ

B

⑦C

⑨D

E

　

多
機
能
型

消
防
車
は
財

団
法
人
日
本

消
防
協
会
か

ら
交
付
さ

れ
、
伊
良
湖

岬
分
団
に
配

備
し
ま
し

た
。
こ
の
車

両
は
、
消
火

活
動
に
必
要

な
可
搬
ポ
ン
プ
の
ほ
か
、
電
動
式
油
圧
救

助
器
具
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
を
搭
載
し
、
幅
広

い
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
災
害
に

よ
る
救
助
活
動
に
も
対
応
し
、
地
域
防
災

に
活
躍
し
ま
す
。　
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農
業
者
年
金
「
現
況
届
」

提
出
を
お
忘
れ
な
く

受
付
期
間
は
６
月
28
日
金
ま
で

　

現
況
届
は
、

農
業
者
年
金

を
受
給
す
る

た
め
に
必
要

な
毎
年
の
手

続
き
で
す
。
農

業
者
年
金
基
金
か
ら
年
金
受
給
者
あ
て
に

送
付
さ
れ
た
現
況
届
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、

平
成
24
年
７
月
１
日
以
降
の
裁
定
者
お
よ

び
支
給
停
止
解
除
者
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
現
況
届
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

●
提
出
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
内
）

　

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

　

渥
美
支
所
市
民
生
活
課

●
現
況
届
を
提
出
し
な
い
場
合

提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
農
業
者
年
金

の
支
給
が
一
時
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

死
亡
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
死
亡
届

を
提
出
し
て
い
な
い
ご
遺
族
の
方
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
至
急
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

確
定
の
お
知
ら
せ

　

田
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

25
年
１
月
１
日
現
在
で
農
家
の
皆
さ
ん
か

ら
提
出
さ
れ
た
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
の
縦
覧
を
行
い
、

投
票
区
ご
と
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
者
数
を
、
３
月
31
日
に
確
定
し

ま
し
た
。

（
左
表
参
照
）

７
月
は
「
耕
起
月
間
」
で
す

耕
作
放
棄
地
の
解
消
・
予
防
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

農
地
は
、
一
度
遊
休
地
に
な
っ
て
し
ま

う
と
、
再
び
利
用
す
る
た
め
に
相
当
な
労

力
や
経
費
を
必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、
病

害
虫
が
発
生
し
た
り
、
環
境
へ
も
悪
影
響

を
及
ぼ
し
た
り
し
て
、
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　

農
業
委
員
会
で
は
、田
植
え
前
の
４
月
、

病
害
虫
発
生
前
の
７
月
、
雑
草
の
種
が
飛

散
す
る
10
月
を
「
耕
起
月
間
」
と
定
め
、

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
農

地
は
自
分
で
責
任
を
持
っ
て
、
適
正
な
管

理
を
し
ま
し
ょ
う
。

投票区名 男 女 計 世帯数
東部 136 116 252 109

童浦 109 94 203 94

童浦第２ 87 76 163 65

大久保 139 119 258 95

中部 124 102 226 114

神戸 249 228 477 166

大草 90 79 169 58

野田 189 139 328 139

野田第２ 89 88 177 75

六連 140 130 270 93

高松 161 145 306 104

赤羽根 205 180 385 144

若戸 228 209 437 153

泉 199 176 375 132

伊川津 99 91 190 75

清田 172 135 307 121

福江 227 202 429 145

中山 284 254 538 179

小中山 180 162 342 123

亀山 156 131 287 95

伊良湖 85 87 172 60

堀切 214 199 413 141

和地 174 179 353 116

計 3,736 3,321 7,057 2,596

▪農業委員会委員選挙人名簿登載者数

   

34
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現
況
証
明
に
つ
い
て

　

登
記
簿
上
の
地
目
が
農
地
で
、
20
年
以

上
前
か
ら
継
続
し
て
現
況
が
農
地
で
な
い

土
地
の
地
目
変
更
登
記
を
す
る
場
合
、
農

業
委
員
会
に
よ
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

●
証
明
の
対
象
と
な
る
土
地
は

 

・
願
出
前
20
年
間
以
上
、
農
地
以
外
で
あ

　

る
こ
と
。

 

・
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
に
定
め
る
農
用
地
区
域
内
の
土
地
で

な
い
こ
と
。

●
証
明
に
つ
い
て
必
要
な
書
類

 

・
現
況
証
明
願
出
書
（
２
部
）

《
添
付
書
類
》

 

・
土
地
の
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
登
記
事
項

　

証
明
書

 

・
位
置
図

 

・
公
図
の
写
し

 

・
土
地
・
建
物
等
配
置
図

 

・
現
況
写
真

 

・
20
年
間
以
上
農
地
等
で
な
い
状
態
で
あ

っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
な
証
明

※
こ
の
ほ
か
の
書
類

が
必
要
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

●
書
類
の
受
付

　

随
時
、
受
付
し
て

い
ま
す
。

農
地
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Q
株
式
会
社
で
も
、
農
業
を
営
む
た
め
の

農
地
の
権
利
取

得
が
認
め
ら
れ

た
と
の
こ
と
で

す
が
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

A
農
地
法
第
３
条
に
お
い
て
農
地
の
権
利

取
得
が
認
め
ら
れ
て
い
る
法
人
は
、
原

則
と
し
て
農
業
生
産
法
人
に
限
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
農
業
生
産
法
人
に
な
り
う

る
法
人
組
織
は
、
農
事
組
合
法
人
、
合

名
会
社
、
合
資
会
社
、
有
限
会
社
の
４

つ
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
株
式
会

社
に
は
農
地
取
得
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
　

平
成
21
年

の
農
地
法
の

改
正
で
農
業

経
営
の
法
人

化
を
推
進
し
、

地
域
農
業
の

活
性
化
を
図

る
た
め
、
一
般
の
株
式
会
社
に
つ
い
て
も
一

定
の
基
準
を
満
た
せ
ば
解
除
条
件
付
の

使
用
貸
借
に
よ
る
権
利
ま
た
は
賃
借
権

の
設
定
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

 

平
成
24
年
度

農
業
委
員
会
審
査
件
数

農
地
法
に
か
か
わ
る
手
続
き
な
ど

●
農
地
法
第
３
条
関
係

農
地
な
ど
に
つ
い
て
、
権
利
の
設
定
ま

た
は
所
有
権
を
移
転
す
る
場
合
の
手
続

き●
農
地
法
第
４
条
関
係

自
己
所
有
の
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途

に
す
る
場
合
の
手
続
き

●
農
地
法
第
５
条
関
係

農
地
な
ど
を
農
地
以
外
の
用
途
に
す
る

た
め
の
権
利
の
設
定
ま
た
は
所
有
権
を

移
転
す
る
場
合
の
手
続
き

　
●
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

農
作
業
に
は
注
意
を　

　

農
作
業
中
に
お
け
る
ダ
ニ
媒
介
性
疾
患

の
症
例
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
草
地
な
ど
の
屋
外
に
生
息

す
る
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
感

染
し
ま
す
。草
む
ら
な
ど
に
入
る
と
き
は
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
す
る
な
ど
し
て

作
業
し
ま
し
ょ
う
。

種
別

件
数

面
積

売
買

53

９
万
４
２
２
９
㎡

交
換

29

２
万
４
８
０
０
㎡

贈
与

17

１
万
６
８
４
４
㎡

賃
貸
借

８

２
万
９
４
９
２
㎡

使
用
貸
借

29

13
万
４
１
５
１
㎡

計

136

29
万
9
５
１
６
㎡

種
別

件
数

面
積

許
可

11

６
１
７
５
㎡

届
出

11

６
６
８
６
㎡

計

22

１
万
２
８
６
１
㎡

種
別

件
数

面
積

許
可

45

５
万
９
０
４
３
㎡

届
出

26

９
４
１
８
㎡

計

71

６
万
８
４
６
１
㎡

種
別

件
数

面
積

売
買

108

15
万
９
４
３
１
㎡

貸
借

214

48
万
７
１
３
６
㎡

計

322

64
万
６
５
６
７
㎡
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ミ
ツ
バ
チ
観
察
・
採
ミ
ツ
体
験
が
田
原
東
部
小

学
校
で
行
わ
れ
、５
年
生
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

菜
の
花
栽
培
を
通
じ
て
資
源
循
環
な
ど
を
学
ん
で

い
る
児
童
た
ち
。こ
の
日
は
、ミ
ツ
バ
チ
の
観
察
を

行
い
、菜
の
花
と
ミ
ツ
バ
チ
が
互
い
に
助
け
合
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

エ
コ
体
験
学
習
か
ら

資
源
循
環
を
学
ぶ

４
月
23
日［
火
］

▲ミツバチの巣枠を興味深く観察する児童たち

　

農
業
祭
が
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ

れ
、約
１
万
５
０
０
０
人
が
来
園
し
ま
し
た
。会
場

に
は
、新
鮮
で
手
ご
ろ
な
価
格
の
地
元
農
畜
産
物

が
並
び
、買
い
求
め
る
来
園
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。園
内
で
は
、各
種
模
擬
店
や
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど

も
行
わ
れ
、楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

渥
美
半
島
は

農
畜
産
物
の
宝
庫
！

５
月
４
日［
祝
］

▲渥美半島の新鮮な農畜産物を買い求める来園者

　

田
植
え
体
験
が
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
行
わ

れ
ま
し
た
。参
加
し
た
親
子
な
ど
37
名
は「
恵
も

ち
」の
苗
を
植
え
ま
し
た
。初
め
て
田
ん
ぼ
に
入
っ

た
子
ど
も
た
ち
。泥
の
感
触
に
驚
き
な
が
ら
も
、し

だ
い
に
手
つ
き
も
慣
れ
、泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が

ら
楽
し
そ
う
に
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

お
い
し
い
お
米

た
く
さ
ん
実
っ
て
！

５
月
12
日［
日
］

▲協力して苗を植える親子。９月上旬には稲刈り体験が予定されています
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表
浜
海
岸
で
表
浜
海
岸
共
同
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行

わ
れ
、赤
羽
根
海
岸
を
中
心
に
約
30
名
の
参
加
者

が
清
掃
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、ア
カ

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、愛
知
県
が

主
催
し
、田
原
市
の
ほ
か
、豊
橋
市
や
ウ
ミ
ガ
メ
保

護
団
体
な
ど
が
共
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。上
陸

し
た
カ
メ
が
無
事
に
産
卵
で
き
る
よ
う
ご
み
拾
い

を
し
た
り
、観
光
客
ら
に
車
を
海
岸
に
乗
り
入
れ

な
い
よ
う
協
力
を
呼
び
か
け
た
り
し
ま
し
た
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
期

砂
浜
を
き
れ
い
に
！

５
月
12
日［
日
］

▲ごみ拾いをしながら、海岸一帯をパトロールする参加者

　

田
原
市
博
物
館
で
鎧よ

ろ
い
を
着
て
み
よ
う
が
開
催
さ

れ
、親
子
な
ど
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。現
代
の
鎧

師
が
作
成
し
た
鎧
を
着
る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、平
成
10
年
か
ら
毎
年
こ
ど
も
の
日
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。参
加
者
か
ら
は
、武
将
気
分
を

手
軽
に
味
わ
え
る
と
大
変
好
評
で
、鎧
の
重
さ
に

び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
、貴
重
な
体
験
に
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
、思
い
思
い
の
ポ
ー
ズ
で
記
念
撮
影
を
楽

し
み
ま
し
た
。

い
ざ
！
戦
国
時
代
へ

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！

５
月
５
日［
祝
］

▲撮影に照れながらも、戦国武将になりきってポーズを決める参加者
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原
田
稔み
の
る（
元
警
視
正
／
警
察
功
労
／
や

ぐ
ま
台
）

※
公
共
の
秩
序
の
維
持
に
ご
尽
力

▪
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

千
賀
庄し
ょ
う
じ治
（
元
豊
橋
市
消
防
司
令
長
／

消
防
功
労
／
田
原
町
）

※
消
防
分
野
に
ご
尽
力

▪
第
１
次
試
験

▼
期
日
＝
７
月
28
日
（
日
）　

▼
場
所
＝

市
役
所
（
講
堂
［
南
庁
舎
６
階
］
ほ
か
）

▼
試
験
内
容
＝
教
養
試
験
・
作
文
試
験

（
技
術
職
・
学
芸
員
以
外
）・
専
門
試
験
（
技

術
職
・
学
芸
員
）・
事
務
適
性
検
査
（
消

防
職
は
消
防
適
性
検
査
）・
職
場
適
応
性

検
査
（
消
防
職
以
外
）

▪
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
の
合
格
者
を
対
象
に
、
面

接
試
験
を
実
施
（
消
防
職
は
体
力
測
定
も

実
施
）
／
期
日
・
場
所
は
後
日
通
知

▪
申
し
込
み

　

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、持
参
ま
た
は
郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
て
／
募
集
要
項
、受
験
申
込
書
な
ど
は

　

次
の
方
々
が
、
永
年
に
わ
た
る
功
績
を

称
え
ら
れ
、叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
平
成
25
年
春
の
叙
勲

▪
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

下
田
宇う

め女
（
元
中
山
保
育
園
園
長
／
児

童
福
祉
功
労
／
高
木
町
）

※
児
童
福
祉
分
野
に
ご
尽
力

■
第
20
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▪
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

小
栗
三さ
ぶ
ろ
う郎
（
元
愛
知
県
警
視
／
警
察
功

労
／
田
原
町
）

※
公
共
の
秩
序
の
維
持
に
ご
尽
力

市
役
所
人
事
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内

▪
受
付
期
間

　

６
月
３
日（
月
）～
27
日（
木
）／
土
・
日

曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

／
郵
送
は
６
月
27
日（
木
）消
印
有
効

▪
そ
の
他

◦
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

に
該
当
す
る
方
、
外
国
籍
の
方
で
永
住

者
ま
た
は
特
別
永
住
者
の
在
留
資
格
の

な
い
方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◦
採
用
後
の
給
与
は「
田
原
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
支
給
し

ま
す
。

◦
外
国
籍
の
方
は
、
採
用
後
の
任
用
に
一

部
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
４

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

■田原市職員（平成26年４月１日採用予定）募集内容
募集職種 採用予定

人数 資格要件

事務職 6名程度 昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた方

事務職
（身体障害者対象）※１ 2名程度 昭和 48 年 4 月 2 日以降に生まれた方

技術職（土木） 2名程度 昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた方

技術職
（土木・有資格者） 2名程度 昭和 48 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、1

級土木施工管理技士の資格を有する方

技術職（保健師） 1名程度
昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、保
健師資格を有する方または平成 26 年 3 月末
日までに取得見込みの方

学芸員 1名程度

昭和 58 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、学
芸員資格を有する方または平成 26 年 3 月末
日までに取得見込みの方

（ただし、学校教育法に定める大学もしくは大学院で
考古学などを専攻し、卒業もしくは修了した方）

保育職（新卒など） 3名程度
昭和 63 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、保
育士資格を有する方または平成 26 年 3 月末
日までに取得見込み※２の方

保育職（社会人） 1名程度 昭和 35 年 4 月 2 日から昭和 63 年 4 月 1
日までに生まれた方で、保育士資格を有する方

消防職 5名程度 昭和 63 年 4 月 2 日以降に生まれた方

消防職（救急救命士） 1名程度
昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた方で、救
急救命士資格を有する方または平成 26 年 3
月末日までに受験資格取得見込みの方

※１…身体障害者手帳を所持している方で、活字印刷文による筆記試験および口頭試問試
験に対応でき、介護者なしに職務遂行が可能な方が受験できます。申し込みの際、身体
障害者手帳などの写しを提出してください。

※２…大学・短大の幼児教育科などの指定保育士養成施設で修学していない保育職の受験
希望者は、受験時点で保育士の資格を取得していなければ、受験することはできません。

募
集

W
A
N
TED

表
彰

AW
A
R
D
S

田
原
市
職
員

（
平
成
26
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

叙
勲



原
市
役
所　

▼
勤
務
内
容
＝
経
営
所
得
安

定
対
策
に
関
す
る
デ
ー
タ
入
力
な
ど　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
45
分　

▼
賃

金
＝
時
給
８
３
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面

接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）
▼
申
し
込
み
＝

６
月
17
日
（
月
）
ま
で
に
農
政
課
に
あ
る

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

／
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
必
着

▼
農
政
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

　

災
害
時
に
、
被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
調
整
役
と
な
る
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
２
日
間
と
も
受

講
で
き
る
方　
▼
日
時
＝
８
月
２
日
（
金
）・

３
日
（
土
）
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後

４
時　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
大
会
議
室　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
21
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、住
所・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
防
災
対
策
課　

☎
23
局
３
５
４
８

23
局
０
１
８
０

saigai@
city.tahara.aichi.jp

▼
募
集
人
員
＝
【
通
常
期
】
若
干
名
【
夏

休
み
期
間（
７
月
20
日
土
～
８
月
31
日
土
）】

10
名
程
度　

▼
対
象
＝
次
の
要
件
の
い
ず

れ
か
を
満
た
す
方
①
保
育
士
資
格
ま
た
は

幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
免
許
を
お
持
ち
の

方
②
児
童
の
指
導
に
熱
意
と
理
解
が
あ
り
、

心
身
と
も
に
健
康
な
方　

▼
勤
務
場
所
＝

市
内
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
放
課
後
子
ど
も

教
室
（
住
所
地
な
ど
を
考
慮
）　
▼
勤
務
形

態
＝
週
３
～
４
日
勤
務
／
午
後
１
時
30
分

～
６
時
（
夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
時
お
よ

び
第
２
・
第
４
土
曜
日
は
午
前
８
時
～
午
後

１
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
～
６
時
、
午

前
８
時
～
午
後
６
時
の
交
代
勤
務
／
隔
週

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始

を
除
く
）　
▼
賃
金
＝
時
給
９
４
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
６
月
21
日
（
金
）
ま
で
に

生
涯
学
習
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
直
接
提
出

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
採
用
期
間
＝
７

月
１
日
～
８
月
31
日　

▼
勤
務
場
所
＝
田

▪
◦

◦

◦

◦ 月

◦ 金 

◦ 日 

◦

▶

グリーンタウン大久保
第2期分譲開始！
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至伊良湖岬

南部保育園

黒河湿地
植物群落

高松小

G.S

至伊良湖岬

長興寺 藤尾山

南部小

渥美農業高校 田原警察署
三河田原駅 至豊橋

至豊橋

めっくん
はうす渥美病院

田原市役所

田原中

コンビニ
農高前バス停

259

42

案内図

田
原
市
臨
時
職
員（
児
童
ク
ラ
ブ
・

放
課
後
子
ど
も
教
室
指
導
員
）

田
原
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会

臨
時
職
員

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座　

受
講
生



２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可　

※
休
館
日

＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０

23
局
２
８
０
８

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去
法

な
ど
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
６
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
消
防
署
赤
羽
根
分
署　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
21
日（
金
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他

＝
講
習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９

45
局
４
１
２
０

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp　

　

介
護
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
課
題
で

す
。
皆
さ
ん
が
「
介
護
や
福
祉
」
に
つ
い

て
、
楽
し
く
学
べ
る
入
門
コ
ー
ス
を
開
講

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
、

介
護
や
福
祉
に
つい
て
興
味
の
あ
る
方　

▼
開
講
日
＝
８
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

の
ほ
ぼ
毎
週
水
・
金
曜
日　

▼
場
所
＝
田

原
福
祉
専
門
学
校　

▼
定
員
＝
40
名
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
▼
受
講
料
＝

無
料
（
別
途
、
教
材
費
・
修
学
旅
行
費
用

が
必
要
）　
▼
申
し
込
み
＝
６
月
10
日（
月
）

～
７
月
12
日
（
金
）
の
期
間
に
、
田
原
福

祉
専
門
学
校
に
あ
る
申
込
書
（
市
お
よ
び

田
原
福
祉
専
門
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
直
接
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

22
局
７
３
４
０

senm
on@

city.tahara.aichi.jp
http://w

w
w

.tchs.ac.jp/
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp/

　

入
学
を
検
討
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

進
路
選
択
の
参
考
と
な
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
授
業
の
一
部
を

楽
し
く
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

▼
日
時
／
内
容
＝
表
の
と
お
り　

▼
場
所

＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
参
加
料
＝
無

料　

▼
申
し
込
み
＝
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催

前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
）

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

22
局
７
３
４
０

senm
on@

city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
期
日
／
時
間
／
受
講

料
＝
表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実

費
負
担
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ

デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）

▼
定
員
＝
各
20
名
／i

ア
イ
パ
ッ
ド

Pad
体
験
は
10
名

（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は

電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
・
希
望
コ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ト
希
望
の

有
無
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・

申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時
に

平成25年6月1日　　　　　　　　　　　　　│14 │

■パソコン教室
コース 期日 時間 受講料

iPad体験 7／12金

13:30～15:30 無料
はじめての
インターネット
電子メール

7／3水・5金

エクセル初級 7／3水・5金
10水・12金 9:30～11:30 1,000円

※パソコンの環境　OS：Windows Vista
使用ソフト：Internet Explorer9、Microsoft Word2007、Excel2007
iPadは市側で用意します。

日時 内容

  6／22土13：30～ 学校見学、座談会

  7／20土13：30～ 福祉レクリエーションスポーツ体験、福祉文化活動体験（音楽療法）、座談会

  8／  2金10：00～ 模擬授業（調理実習、介護技術）、座談会　※昼食を兼ねた嚥下（えんげ）食試食

  8／10土13：30～ 車いすレクリエーション体験、模擬授業（入浴介助）、座談会

  8／25日13：30～ 福祉文化活動（演劇）、模擬授業（移動介助など）、座談会

  9／  8日13：30～ 入試説明会

10／19土11：00～ 学校見学会　※学園祭（たっぷく祭）開催中
Ｈ26／
  3／16日13：30～ 学校見学会（H27年度以降の入学希望者向け）

■田原福祉専門学校オープンキャンパス

介
護
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ　

受
講
生

田
原
福
祉
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

参
加
者

パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者



　
「
な
の
は
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
メ

ニ
ュ
ー
が
増
え
ま
し

た
。
無
料
体
験
も
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▪
は
じ
め
て
の
ヨ
ガ
教
室

▼
対
象
＝
18
歳
以
上
の
方　

▼
日
時
＝
毎

週
金
曜
日
／
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

／
初
回
は
７
月
５
日　

▼
場
所
＝
渥
美
文

化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
定
員
＝
25
名

（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
１
０
０
０
円
／

月　

▼
申
し
込
み
＝
運
動
の
で
き
る
服
装

で
、
直
接
会
場
に
て　

▼
そ
の
他
＝
貸
し

マ
ッ
ト
有
り

▼
な
の
は
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
22
局
６
０
６
３

22
局
６
４
５
５

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
方　

▼
日
時
＝
毎

月
第
２
・
４
火
曜
日
／
午
後
７
時
30
分
～

９
時
30
分
／
初
回
は
６
月
11
日　

▼
場
所

＝
野
田
中
学
校
体
育
館　

▼
参
加
費
＝
無

料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
申

し
込
み
後
は
、
随
時
参
加
可

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

～
ホ
テ
ル
で
味
わ
う
豊
橋
・
田
原
の
旬
～

　

農
業
王
国
豊
橋
・
田
原
で
生
産
さ
れ
る

旬
の
特
選
素
材
を
い
か
し
た
特
別
ラ
ン
チ

メ
ニ
ュ
ー
を
、
シ
ェ
フ
や
生
産
者
の
方
か

ら
お
話
を
伺
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
17
日
（
水
）
正
午
～
午
後

２
時　

▼
場
所
＝
ホ
テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ

シ
ュ
豊
橋　

▼
講
師
＝
酒
井
淳
さ
ん
（
ホ

テ
ル
総
料
理
長
）、
地
元
の
生
産
農
家
ほ

か　

▼
定
員
＝
25
名
（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
３
５
０
０
円

（
食
事
代
）　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
26
日

（
水
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は

が
き
に
て
（
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
農
業
企
画
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
６
４　

（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

info_nogyokikaku@
city.toyohashi.lg.jp

http://w
w

w
.toyohashi-tahara.jp/

　

若
者
の
職
業
的
自
立
支
援
を
目
的
に
、

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
お
お
む
ね
40
歳
以
下
の
方

で
、
高
校
を
卒
業
し
て
い
る
方
ま
た
は
高

校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
方　

▼
取
得
目
標
＝
電
気
主

任
技
術
者（
第
３
種
）、
電
気
工
事
士（
第

１
種
・
第
２
種
）な
ど　

▼
訓
練
期
間
＝

10
月
～
平
成
27
年
９
月　

▼
定
員
＝
15
名

▼
授
業
料
＝
年
間
39
万
円（
別
途
教
科
書
、

作
業
服
な
ど
諸
経
費
必
要
）　

▼
受
験
料

＝
１
万
８
０
０
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
小

テ
ス
ト
（
数
学
Ⅰ
）・
小
論
文
・
面
接　

▪
募
集
期
間
／
試
験
日

【
Ａ
日
程
】７
月
１
日（
月
）～
23
日（
火
）

／
８
月
１
日
（
木
）

【
Ｂ
日
程
】
８
月
５
日
（
月
）
～
９
月

11
日
（
水
）
／
９
月
20
日
（
金
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
浜
松
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
学
務

援
助
課

☎（
０
５
３
）４
４
１
局
４
４
４
４

http://w
w

w
3.jeed.or.jp/shizuoka/

college/

　

男
女
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
自
分
ら
し

く
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
、
男
女
共
同
参

画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
市

民
活
動
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

の
皆
さ
ん
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
自
分
ら
し

い
活
動
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
概
要

◦
主
催
＝
田
原
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇

話
会

◦
開
催
日
＝
８
月
25
日
（
日
）

◦
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

▼
応
募
資
格
＝
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

進
に
関
す
る
活
動
な
ど
自
分
ら
し
く
活
動

を
行
う
団
体
・
個
人　

▼
参
加
内
容
＝
パ

ネ
ル
展
示
・
バ
ザ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど　

▼
申
し
込
み
＝
６

月
27
日
（
木
）
ま
で
に
市
民
協
働
課
に
あ

る
申
込
書
（
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・

郵
送
に
て　

▼
そ
の
他
＝
事
前
打
合
せ
会

議
あ
り

▼
市
民
協
働
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/
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第
６
回
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
団
体

は
じ
め
て
の
ヨ
ガ
教
室	

参
加
者

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者

地
産
地
消
の
ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者

日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
訓
練

「
電
気
技
術
科
」　

９
期
生



　

児
童
手
当
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

に
お
け
る
受
給
者
や
児
童
の
状
況
を
報
告

し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も
の
で

す
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
６
月
分
以
降

の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

必
要
書
類
な
ど

を
受
給
者
あ
て
に

郵
送
し
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
提
出
期
限
＝
６

月
28
日
（
金
）　

▼
そ
の
他
＝
受
給

者
お
よ
び
児
童
の
保
険
証
の
写
し
や
児
童

手
当
用
の
所
得
証
明
書
（
平
成
25
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
し
て
き
た
方
）
な
ど
、

必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類

が
あ
り
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３

23
局
３
５
４
５

　

公
文
書
の
開
示
請
求
お
よ
び
申
出
実
績

は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。
一
件
の
請
求

に
つ
い
て
複
数
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
請
求
件
数
と
決
定
件
数
は
一
致

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
開
示
の
請
求

■
開
示
の
申
出

　

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実
績
お
よ

び
開
示
請
求
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

■
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実
績

■
開
示
の
請
求

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
火
薬
類
（
煙
火
）

消
費
許
可
に
か
か
る
申
請
先
が
、
愛
知
県

東
三
河
総
局
か
ら
田
原
市
消
防
本
部
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　

田
原
市
内
で
許
可
数
量
以
上
の
煙
火
を

消
費
す
る
場
合
は
、
田
原
市
消
防
本
部
消

防
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
書
類
の
提
出
部
数
＝
３
部
（
危
険
区
域

が
海
上
に
か
か
る
場
合
は
４
部
）　

▼
手

数
料
＝
７
９
０
０
円　

▼
手
数
料
の
納
付

方
法
＝
現
金
で
納
付　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４

23
局
０
１
８
０

暴
走
を
「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」「
見
に

行
か
な
い
」

～
暴
走
族　

な
く
し
て　

住
み
よ
い

　

ま
ち
づ
く
り
～

　

暴
走
族
は
、
暴

走
行
為
の
ほ
か
悪

質
な
犯
罪
を
引
き

起
こ
す
な
ど
、
少

年
非
行
の
悪
化
の

大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
って
い
ま
す
。

　

県
警
察
・
県
・
県
民
・
事
業
者
・
市
町

村
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
暴
走
族
の
い
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１
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請
求
者
数

９
人

請
求
件
数

９
件

決
定
件
数

10
件

全
部
開
示　
　

※
１

３
件

部
分
開
示　
　

※
２

５
件

非
開
示

０
件

不
存
在

２
件

不
服
申
し
立
て

０
件

申
出
者
数

２
人

申
出
件
数

２
件

不
存
在　
　

２
件

平
成
24
年
度

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

平
成
24
年
度

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

実
施
機
関

件
数

市
長

１
０
２
件

教
育
委
員
会

２
件

選
挙
管
理
委
員
会

３
件

監
査
委
員

０
件

公
平
委
員
会

０
件

農
業
委
員
会

３
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

０
件

水
道
事
業

１
件

消
防
長

３
件

議
会

０
件

請
求
者
数

０
人

請
求
件
数

０
件

【
※
１
】請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の
全

部
を
開
示

【
※
２
】請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の
う

ち
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
開
示
で
き

な
い
一
部
を
除
い
て
開
示

生
活

LIFE

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

６
月
28
日
金
ま
で
に

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
実
施
状
況

権
限
移
譲
に
伴
い

申
請
先
が
変
わ
り
ま
し
た

６
月
は
暴
走
族
追
放
強
化
月
間



会
館
（
ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し
内
）　

▼
内
容
＝
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
用
教

科
書
見
本
の
展
示

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１

　

愛
知
県

教
育
委
員

会
で
は
、

小
学
校
入

学
前
の
、

障
害
が
あ

る
と
思
わ

れ
る
お
子

さ
ん
と
保

護
者
を
対

象
に
、
教

育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
３
歳
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す
る

前
ま
で
の
幼
児
お
よ
び
保
護
者　

▼
日
時

＝
８
月
１
日
（
木
）・
２
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
要
予
約
）

▼
場
所
＝
東
三
河
県
庁　

▼
申
し
込
み
＝

７
月
５
日（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１

民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
は
特
定
健
診

（
医
療
保
険
者
に
よ
る
検
診
）
と
同
時

に
検
査
で
き
ま
す
。
併
せ
て
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く

は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
成
人
健
康
ガ

イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６

33
局
０
３
１
９

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
科
書
に

対
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
11
日
（
火
）
～
７
月
５
日

（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

※
土
・

日
曜
日
を
除
く　

▼
場
所
＝
豊
橋
市
教
育

　

脳
卒
中
、心
臓
病
、
が
ん
な
ど
の
生
活

習
慣
病
は
予
防
と
早
期
発
見
が
大
切
で

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◦
対
象
の
方
に
は
５
月
に
受
診
券
を
発
送

済
で
す
。

◦
今
年
度
新
た
に
各
種
検
診
の
受
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
大
腸
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
つ
い
て
は
、
国
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健診名 対象者 実施期間 実施場所
住民結核・肺がん検診 40 歳以上の方　 ５月～7月 検診車

胃がん検診 35 歳以上の方 ６月～１月 渥美病院（健康管理センター）
検診車

大腸がん検診 35 歳以上の方
6月～1月

市内指定医療機関

がん検診推進事業 クーポン券対象者
41･46･51･56･61歳の方 検診車

乳がん検診

30 歳代の偶数年齢の女性
昨年度未受診の方

6月～1月

渥美病院（健康管理センター）

40 歳以上の偶数年齢の女性
昨年度未受診の方 渥美病院（健康管理センター）

検診車
がん検診推進事業 クーポン券対象者

41･46･51･56･61歳の方

子宮頸がん検診 20 歳以上の偶数年齢の女性
昨年度未受診の方

6月～1月
市内指定医療機関（婦人科）
渥美病院（健康管理センター）
検診車がん検診推進事業 クーポン券対象者

21･26･31･36･41歳の女性

前立腺がん検診 50･55･60･65･70歳の男性 6月～12月 市内指定医療機関

肝炎ウイルス検診 40･50･55･60 歳で過去に同
検査を受けたことがない方 6月～12月 市内指定医療機関

歯周疾患検診 20･25･30･35･40･45･
50･55･60･65･70歳の方 6月～１月 市内指定歯科医院

骨粗しょう症検診 40･45･50･55･60･65･
70 歳の女性 8月、9月 田原福祉センター

あつみライフランド

健康応援健診 35 ～ 39 歳の方 6月～12月 市内指定医療機関
※乳がん検診・子宮頸がん検診は平成 23 年度から２年に１回になりました。

■平成25年度各種健康診断（対象年齢は平成26年４月１日時点）
健
康
診
断（
無
料
）を

受
け
ま
し
ょ
う
！

平
成
25
年
度
教
科
書
展
示
会

障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

お
子
さ
ん
の
早
期
教
育
相
談



　

消
費
者
の
皆
さ
ん
は
、
日
常
の
買
い
物

な
ど
に
お
い
て
、
県
内
産
の
食
材
を
積
極

的
に
扱
う
「
い
い
と
も
あ
い
ち
推
進
店
」

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
「
い
い
と
も
あ
い
ち
推
進
店
」
の
検

索
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
pref.aichi.jp/shokuiku/iitom

o/shop/
index.htm

l

）
に
て

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

　

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
24
日
（
月
）
～
30
日
（
日
） 

／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
た
だ
し
、

６
月
29
日
土
・
30
日
日
は
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

け
に
も
合
い
、
毎
日
食
べ
て
も
飽
き
ま
せ

ん
。
白
い
ご
飯
と
、
お
肉
や
野
菜
を
た
っ

ぷ
り
入
れ
た
具
た
く
さ
ん
味
噌
汁
だ
け
で

も
、
必
要
な
栄
養
が
摂
れ
ま
す
。
朝
ご
は

ん
か
ら
、
新
鮮
・
安
全
安
心
な
地
元
の
農

畜
水
産
物
を
積
極
的
に
活
用
し
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

　

こ
の
運
動
は
、
愛
知
県
の
農
林
水
産
業

の
振
興
や
農
山
漁
村
の
活
性
化
を
通
じ
て

県
民
全
体
の
暮
ら
し
の
向
上
を
図
る
た

め
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
「
愛
知
県
農
林
水

産
業
の
応
援
団
」
に
な
っ
て
も
ら
い
、
消

費
者
と
生
産
者
が
一
緒
に
な
っ
て
愛
知
県

の
農
林
水
産
業
を
支
え
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

▼
日
時
＝
６
月

13
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
～

３
時　

▼
場
所

＝
赤
羽
根
市
民

セ
ン
タ
ー
（
３

階
）
第
一
委
員

会
室

▪
対
象
と
な
る
事
業

①
新
規
就
農
支
援
事
業（
青
年
就
農
給
付
金
）

②
農
地
集
積
協
力
金（
経
営
転
換
協
力
金
、

分
散
錯
圃
解
消
協
力
金
）

③
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
（
ス
ー
パ
ー

Ｌ
資
金
）
の
金
利
負
担
軽
減

④
経
営
体
育
成
支
援
事
業
【
新
規
】

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

農
業
者
が
融
資
を
活
用
し
て
行
う
機
械
や

施
設
の
取
得
な
ど
に
つ
い
て
、
経
費
の
10

分
の
３
（
上
限
３
０
０
万
円
）
ま
で
助
成

さ
れ
る
も
の

※
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.m

aff.go.jp/j/keiei/koukai/
hito_nouchi_plan.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

　

田
原
市
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
案
）」

の
更
新
に
伴
い
、
地
域
の
農
業
者
の
ご
意

見
を
お
伺
い
す
る
た
め
、
プ
ラ
ン
の
閲
覧

を
行
い
ま
す
。
閲
覧
の
際
は
、
農
業
者
で

あ
る
こ
と
の
証
明
を
提
示
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
案
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ

る
農
業
者
の
方
は
閲
覧
期
間
満
了
の
日
ま

で
に
農
政
課
あ
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間
＝
６
月
17
日
（
月
）
～
28
日

（
金
）　

▼
閲
覧
時
間
＝
市
役
所
執
務
時
間

中　

▼
閲
覧
場
所
＝
農
政
課
（
市
役
所
北

庁
舎
１
階
）

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

■
朝
食
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
よ
う

　

朝
食
を
食
べ
て
い
る
あ
な
た
も
、
献
立

の
内
容
ま
で
気
に
し
て
い
ま
す
か
。
朝
食

を
食
べ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、牛
乳
だ
け
、

菓
子
パ
ン
だ
け
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

お
す
す
め
は
、
お
米
を
食
べ
る
「
ご
は

ん
食
」
で
す
。
ご
は
ん
は
、
ど
ん
な
味
付
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相
談
専
用
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

＊
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
０
１
２
０
）０
０
７
局
１
１
０

田
原
市『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』へ

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」お
よ
び

関
連
補
助
事
業
の
説
明
会

６
月
は
食
育
月
間

愛
知
県
産
品
を
食
べ
よ
う
！

「
い
い
と
も
あ
い
ち
運
動
」

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」　

　
強
化
週
間



目
的
と
し
た
検
査
で
す
。
検
査
を
受
け
ず

に
取
引
・
証
明
に
使
っ
た
場
合
、
計
量
法

違
反
で
処
罰
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
検
査
は

忘
れ
ず
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

▼
実
施
日
／
場
所
＝
表
の
と
お
り　

▼
時

間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午
／
午
後

１
時
～
３
時　

▼
検
査
手
数
料
＝
２
５
０

円
～
（
計
量
器
の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま

す
）　

▼
そ
の
他
＝
業
務
に
計
量
器
を
使

用
し
て
い
る
事
業
所
で
、
一
度
も
こ
の
検

査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

　

省
エ
ネ
対
策
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
料

理
教
室
な
ど
、
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
の
活
動
、
勉
強
会
見
学
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
方
で
、
暮
ら
し

の
向
上
に
関
心
が
あ
る
方　

▼
会
費
＝

１
０
０
０
円
／
年

　

食
品
表
示
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
や
食
品
の
品
質
表
示
の
い
っ
そ

う
の
適
正
化
を
進
め
る
た
め
に
、
東
海
農

政
局
で
は
、
食
品
の
表
示
に
関
す
る
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
情

報
提
供
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
の
性

能
・
精
度
を
一
定
水
準
に
保
ち
、
公
平
な

取
り
引
き
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

　

離
職
者
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
離
職
に
よ
っ
て
住
宅
を
喪
失
し
て
い

る
方
や
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
に
対

し
て
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
家
賃
を
給
付
し

ま
す
。

▼
対
象
＝
離
職
後
２
年
以
内
の
65
歳
未
満

の
方
で
、
就
労
意
欲
が
あ
る
方
（
世
帯
の

状
況
、
収
入
や
預
貯
金
額
な
ど
に
要
件
あ

り
）　

▼
支
給
額
＝
家
賃
額
（
上
限
：
単

身
世
帯
３
万
６
０
０
０
円
、
複
数
世
帯

４
万
６
６
０
０
円
）　

▼
支
給
期
間
＝
原

則
、
３
カ
月
以
内　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２

23
局
３
５
４
５

　

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
て
い
る
慰
霊
巡

拝
に
つ
い
て
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け

る
戦
没
者
の
遺
族
（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、

兄
弟
姉
妹
）　

▼
巡
拝
地
＝
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
硫

黄
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン　

▼
費
用
＝
全
旅
費

の
約
３
分
の
１
を
国
が
補
助

※
日
程
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
地
域
福
祉
課　

☎
23
局
３
５
１
２

23
局
３
５
４
５

▼
対
象
＝
在
職
中
の
障
害
者
の
方
で
基
本

的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方　

▼
日

時
＝
①
６
月
22
日
（
土
）・
29
日
（
土
）

②
７
月
６
日
（
土
）・
13
日
（
土
）
／
い

ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

▼
場
所

＝
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校　

▼
コ
ー
ス
＝
①
簡
単
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
（
専
用
ソ
フ
ト
を
使
わ
な
い
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
法
）　

②
エ
ク
セ
ル

２
０
０
７
基
礎　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
・
封
書
に
て
（
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
・
障
害
の
程
度
を
明
記
）

▼
締
め
切
り
＝
①
６
月
14
日
（
金
）
ま
で

②
６
月
28
日
（
金
）
ま
で
／
締
切
日
必
着

▼
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
〒
４
４
１

－

１
２
３
１　

豊
川
市
一
宮

町
上
新
切
33

－

14
）

☎（
０
５
３
３
）93
局
２
１
０
２

（
０
５
３
３
）93
局
６
５
５
４

noryokukaihatsuko@
pref.aichi.lg.jp
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実施日 場所

6／17月
18火 市役所

6／19水 渥美文化会館

6／20木 赤羽根
市民センター

■計量器の定期検査
　

＊
食
品
表
示
１
１
０
番

　

東
海
農
政
局
豊
橋
地
域
セ
ン
タ
ー

　

☎（
０
５
３
２
）38
局
９
０
３
１

「
食
品
表
示
１
１
０
番
」

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

計
量
器
の
定
期
検
査
を

お
忘
れ
な
く
！

田
原
市
生
活
学
校　

会
員

慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
ま
す

住
宅
支
援
給
付
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す

障
害
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

（
在
職
者
訓
練
）を
開
催
し
ま
す



　

給
水
工
事
は
、
田
原
市
指
定
給
水
装
置

工
事
店
へ
、
公
共
下
水
道
等
に
接
続
す
る

場
合
は
、
田
原
市
排
水
設

備
指
定
工
事
店
へ
必
ず
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加

◦
光
設
備
工
業
株
式
会
社

☎（
０
５
３
２
）55
局
８
２
０
１

▼
水
道
課　

☎
23
局
３
５
３
２

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５

22
局
３
１
８
４

　

有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
の
「
母
子

家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
」「
後
期
高
齢

者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」「
障
害
者
医

療
費
受
給
者
証
」
を
お
持
ち
の
方
に
、
受

給
者
証
更
新
手
続
き
の
案
内
を
順
次
、
郵

送
し
ま
す
。

　

通
知
に
記
入
し
て
あ
る
申
請
受
付
期
間

内
に
、
市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
赤
羽

根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美
支
所
市
民
生
活

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０
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負
担
が
増
大
し
て
お
り
、
国
保
財
政
の
維

持
の
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
税
率
を
一
部

見
直
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

改
正
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▪
所
得
割
額

　
（
前
年
の
所
得
に
応
じ
、賦
課
さ
れ
る
額
）

【
医
療
分
】　 

４
・
５
％ 

→ 

４
・
９
％

【
支
援
金
分
】 

１
・
１
％ 

→ 

１
・
６
％

【
介
護
分
】　 

０
・
６
％ 

→ 

１
・
３
％

▪
均
等
割
額（
加
入
者
１
人
当
た
り
の
額
） 

【
介
護
分
】
６
６
０
０
円 

→ 

７
８
０
０
円

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９

23
局
０
１
８
０

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
公
的
年
金
か
ら
の

市
民
税
、
県
民
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
特

徴
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
が
開
始
さ
れ
て
も
年
間
税
額
の
納

付
方
法
が
一
部
変
更
に
な
る
だ
け
で
、
年

間
税
負
担
額
が
増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▪
対
象
の
方

　

平
成
24
年
中
に
公
的
年
金
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
、
平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い

て
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

の
年
金
を
除
く
公
的
年
金
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

▪
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
金
額

　

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
か
ら
算
出
さ

れ
た
税
額
が
公
的
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま

す
。
年
金
特
徴
対
象
の
方
に
は
、
市
か
ら

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
（
６
月
中
旬
発
送

予
定
）。
特
別
徴
収
予
定
の
金
額
を
納
税

通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９

23
局
０
１
８
０

　

世
帯
主
も
し
く
は
世
帯
員
が
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
加
入
者
が
１
人
と
な
っ
た
場

合
、国
民
健
康
保
険
税
の「
医
療
分
及
び
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
の
平
等
割
額
」が
軽

減
さ
れ
る
対
象
期
間
が
最
大
５
年
間
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、４
月
１
日
か
ら
、３
年
間

延
長
さ
れ
、最
大
８
年
間
と
な
り
ま
し
た
。

▼
内
容
＝
【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
移
行

後
最
初
の
５
年
間
】２
分
の
１
を
軽
減【
移

行
後
６
～
８
年
目
】
４
分
の
１
を
軽
減

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９

23
局
０
１
８
０

　

国
民
健
康
保
険
は
、加
入
者
の
皆
さ
ん
に

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
と
国
や
県
な
ど

が
支
出
す
る
公
費
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
お

り
、中
で
も
保
険
税
は
貴
重
な
財
源
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
お
よ
び

急
増
す
る
医
療
費
負
担
に
よ
り
、
田
原
市

国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
も
税
に
か
か
る

■特別徴収の納付方法例

徴収方法 普通徴収
（自分で納付・口座振替）

特別徴収
（年金から徴収）

納付月 1期（６月） 2期（8月） 10月 12月 2月

税額 年税額の４分の１ 年税額の６分の１

①初めて65歳以上に該当する方（昭和22年4月3日～昭和23年4月2日生まれ）

②特別徴収2年目以降の方

徴収方法 特別徴収
（仮徴収）

特別徴収
（本徴収）

納付月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税額 前年度2月と同額 年税額から仮徴収分を
差し引いた額の3分の1

税TA
X

水
道
・
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
追
加

「
特
定
世
帯
」「
特
定
継
続
世
帯
」に
関
す
る

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
延
長

国
民
健
康
保
険
の
税
率
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

公
的
年
金
か
ら
住
民
税
を

特
別
徴
収（
天
引
き
）し
ま
す

医
療
受
給
者
証
の

更
新
を
忘
れ
ず
に
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～6/13木
防災リーダー研修会
田原凧まつり

6/14金～6/27木
光岩をご紹介
阿南町との小学校交流

6/28金～7/11木
花のまち“渥美半島　田原市”
日本一の花の生産地から発信

中学校職場体験

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦田原市議会　生中継（予定）
◦6/6木、7金  一般質問
　10：00から終了まで
※市議会ホームページでも生中継がご覧になれます。

http://www.city.tahara.aichi.jp/gikai/
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受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
７
月
３
日
水

消
費
者
生
活
講
座

野
菜
を
お
い
し
く
ふ
る
ま
い
隊

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

内
容
▼
簡
単
に
お
い
し
く
野
菜
を
食
べ
る

コ
ツ
や
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て

学
ぶ

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て　

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

◉
７
月
６
日
土　

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
～
東
三
河
～

　

三
河
地
域
の
求
人
情
報
の
提
供
、
人
事

担
当
者
と
の
個
別
面
談
会
な
ど
、
福
祉
の

仕
事
が
初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
で

◉
６
月
11
日
火

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
生
活

－

そ
の
11

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
副
館
長

き
る
各
種
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

時
間
▼
午
後
１
時
～
５
時
（
求
職
者
の
受

付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所
▼
名
豊
ビ
ル
７
階（
豊
橋
市
駅
前
大

通
）

対
象
▼
福
祉
関
係
の
職
場
に
就
職
希
望
の

方
お
よ
び
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る

方
参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
申
し
込
み
不
要
／
随
時
、
入
退

場
可

▼
豊
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会
豊
橋
市
福
祉

人
材
バ
ン
ク

☎（
０
５
３
２
）52
局
１
１
１
１

三河港クルーズ2013
（とよはしみなとフェスティバルとの協働事業）

対　　象 ▼どなたでも　※子どもだけでの参加は小学4年生以上
開催期日 ▼7月15日（月・祝）　※天候により中止する場合あり
集合場所 ▼ライフポートとよはし駐車場　※各自、現地集合
内　　容 ▼三河湾内を周遊（約

50分間）し、三河港の
企業の操業動向や田
原市臨海部工業団地
の果たす役割などを
学びます。

定　　員 ▼午前9時30分および午前10時50分発の便：30名
 午後1時30分発の便：40名 ※申込者多数の場合は抽選
参 加 料 ▼市内在住の方は無料
申し込み ▼6月28日（金）までに、企業立地推進室にある申込書に

必要事項を記入のうえ直接またはＦＡＸにて
持 ち 物 ▼飲み物、タオル、帽子など

▼企業立地推進室　☎２３局３５４９ ２３局０６６９

月
の
イ
ベ
ン
ト

7

月
の
イ
ベ
ン
ト

6
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Ｍ
、
８
０
０
Ｍ
、
１
１
０
MH
、
５
０
０
０

Ｍ
、
４
×
１
０
０
MR
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、

砲
丸
投

　

女
子
＝
１
０
０
Ｍ
、
２
０
０
Ｍ
、
８
０
０

Ｍ
、１
０
０
MH
、４
×
１
０
０
MR
、走
幅
跳
、

走
高
跳
、
砲
丸
投

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

表
彰
▼
各
種
目
１
位
～
３
位

申
し
込
み
▼
７
月
19
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
小
学
生
・
一
般
は
学
校
教
育
課

へ
、
中
学
生
は
田
原
中
学
校
へ
、
高
校

生
は
成
章
高
等
学
校
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◉
８
月
４
日
日　
　
　

田
原
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
並
び
に

田
原
市
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
開
会
、
午
前
９
時

競
技
開
始

場
所
▼
白
谷
海
浜
公
園
陸
上
競
技
場

種
目
▼

【
小
・
中
学
校
の
部
】

　

各
学
校
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
高
校
・
一
般
の
部
】

　

男
子
＝
１
０
０
Ｍ
、
２
０
０
Ｍ
、
４
０
０

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１

母子家庭の就業相談
 予約は不要です。お気軽にご相談ください。

6月13日木・7月11日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター相談室（１階）

▼子育て支援課　
☎23局3513 23局3545

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 32局2506
文化会館の休館日は、チケット販売を行いません。

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

田原寄席
三遊亭小遊三
柳家三三
　今年はＴＶでお馴染の三遊亭小遊三が登場。各地の公演でも
評価が高い小遊三の落語に、ぜひご期待ください。

日 時　9月21日（土）午後2時開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館 文化ホール
入 場 料　3,500円　当日3,800円
 ※未就学児の入場不可
チ ケ ッ ト　6月22日（土）午前9時から田原文化会館で
	 前売り開始（整理券配布なし）

9/21 土 

★チケットの予約など
指定席のチケットは、前売り開始日は開催会場のみの販売で、完売し
なければ翌営業日から各窓口で販売します。（前売開始日の正午から
電話予約可）前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。
★託児サービス（各公演先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。
▶生涯学習課 ☎23局3531

▲三遊亭小遊三 ▲柳家三三

月
の
イ
ベ
ン
ト

8

全席指定



平成25年6月1日　　　　　　　　　　　　　│24 │

▪
仕
上
げ
磨
き
の
ポ
イ
ン
ト

◦
歯
ブ
ラ
シ
の
ヘ
ッ
ド
が
小
さ
く
、

奥
歯
ま
で
届
く
も
の
を
選
び
ま

す
。

◦
お
子
さ
ん
の
口
の
中
が
よ
く
見

え
る
よ
う
に
、
保
護
者
の
ひ
ざ

に
頭
を
乗
せ
る
な
ど
、
寝
か
せ

た
姿
勢
に
し
ま
す
。

◦
歯
ブ
ラ
シ
は
鉛
筆
を
持
つ
よ
う

に
握
り
、
指
先
で
歯
を
１
本
ず

つ
小
刻
み
に
磨
き
ま
す
。　

◦
前
歯
は
敏
感
な
場
所
な
の
で
、

感
覚
の
鈍
い
下
の
奥
歯
、
上
の

奥
歯
、
下
の
前
歯
、
上
の
前
歯

の
順
に
磨
き
ま
す
。

◦
６
歳
臼
歯
は
上
下
の
噛
み
合
わ

せ
を
決
め
る
重
要
な
永
久
歯
で

す
。
磨
き
残
し
の
な
い
よ
う
丁

寧
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
虫
歯
を
予
防
し
よ
う

　

む
し
歯
の
原
因
に
は
、
①
む
し
歯
菌
を

受
け
入
れ
る
歯
の
質
や
、
歯
並
び
な
ど
の

環
境
に
よ
る
も
の
②
歯
の
表
面
に
住
み
つ

い
た
む
し
歯
菌
が
、
食
べ
物
の
中
の
糖
を

摂
取
す
る
こ
と
③
食
べ
物
の
中
の
糖
を
栄

養
に
し
て
、
む
し
歯
菌
が
歯
を
溶
か
す
酸

を
出
す
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▪
歯
の
生
え
替
わ
り
時
期
が
大
切

　

お
子
さ
ん
が
上
手
に
歯
み
が
き
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
８
～
９
歳
ご
ろ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
は
、
乳
歯

が
永
久
歯
に
生
え
替
わ
り
、
歯
並
び
が
凸

凹
し
て
い
る
こ
と
で
、
口
の
中
の
清
潔
を

保
持
し
づ
ら
い
時
期
で
す
。
ま
た
、
生
え

替
わ
っ
た
ば
か
り
の
歯
は
、
特
に
む
し
歯

に
な
り
や
す
い
た
め
、
お
子
さ
ん
の
歯
の

磨
き
方
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
仕
上
げ

と
し
て
保
護
者
の
方
で
「
仕
上
げ
磨
き
」

を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

仕
上
げ
磨
き
す
る
保
護
者
が
落
ち
着
い

た
気
持
ち
で
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
な
い
と
、

力
が
入
り
す
ぎ
た
り
、
丁
寧
に
磨
け
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。
仕
上
げ
磨
き
を
親
子

の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
時
間
と
し
て
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

　

６
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
、
歯
の
衛

生
週
間
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
お
子
さ
ん

の
歯
が
む
し
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
に
大
切

に
守
り
ま
し
ょ
う
。

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

6月2日（日）
第2国見医院 ☎23局2302
ふくい眼科 ☎22局5878
葉山歯科医院 ☎32局0038

6月9日（日）
丸山医院 ☎33局0313
平野歯科医院 ☎22局0214

6月16日（日）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
岩瀬歯科医院 ☎22局6677

6月23日（日）

あつみメディカルクリニック ☎24局2322
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
きまた眼科 ☎23局1092
青木歯科クリニック ☎33局1139

月　日 当直医 電話番号

6月30日（日）
菜の花内科クリニック ☎22局7777
惣卜歯科医院 ☎45局2066

7月7日（日）
河合医院 ☎22局6133
ふくしま歯科医院 ☎37局1182

7月14日（日）
川瀬医院 ☎35局1511
おおかわ歯科 ☎22局4182

7月15日（月・祝）
かわせ小児科 ☎22局1230
かわい歯科 ☎24局0080

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース）

7月　6日（土）  8：50 ～　9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制
パパの妊婦体験、赤ちゃん人形の沐浴など

離乳食教室（前期） 7月 10日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

離乳食教室（後期） 7月　9日（火）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド
８～１１か月の第１子とその保護者
※予約制（定員１６組）
離乳食講習と調理実習、試食など

育児相談
7月   1日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６か月まで（原則１回）7月 12日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00



６月 ▼3日月、10日月、14日金、17日月、24日月

7月 ▼1日月、8日月、12日金、16日火、22日月、
 29日月

図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

●中央図書館
　一　般▶6月15日土～7月11日木 「野球の季節がやってくる！！」
　子ども▶7月11日木まで 「水のかたち　水のいろ」
●赤羽根図書館
　一　般▶6月15日土～7月11日木 「ジメジメした日には・・・」
　子ども▶6月15日土～7月11日木 「雨」
●渥美図書館
　一　般▶6月15日土～7月11日木 「自分探し」
　子ども▶6月15日土～7月11日木 「ホネホネ」

◎渥美図書館講座「古文書を読む」
 畠村萬附留日記を読んで郷土の歴史に親しみます。

明治維新 (1868 年 ) の前後、畠村では何をしていたの
かを一緒に読み解いてみませんか。

日時＝7 月 7 日日、8 月 4 日日、9 月 1 日日　
         午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
場所＝渥美図書館会議室　　
対象＝どなたでも
　　※連続講座のため、 原則３回 
 参加可能。１、２回参加の 
 方は要相談。
参加費＝無料
定員＝10 名程度（先着順）
講師＝葉山茂生氏　
持ち物＝筆記用具　
申し込み＝6 月 8 日土午前 10 時～
直接または電話にて
問合せ＝田原市渥美図書館　☎３３局１１１４

◎『新しい本はこうして棚に並びます』
中央図書館２階の作業
スペースに出版したば
かりの新刊が並びます。
どの本を田原の図書館
に入れるかを決める会
議 が 週 に 1 度 開 か れ
ます。

『面白い本』
成毛眞 / 著　
岩波書店　019.9/ ﾅﾙ

普通の本では物足りないアナタへ。
満足すること間違いなし。異色の
ブックガイド。

『成田の大地と渥美の空と』
嶋津隆文／著　
産経新聞出版  　318.25/ ｼ

成田空港をめぐる深刻な紛争を和解
に導いた男、山本雄二郎。その生涯
を彼が育った渥美半島の風土と共に
活写した評伝。

◎田原市渥美郷土資料館所蔵
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◉チャレンジ「ドミノタワー」
ドキドキ、ハラハラ…
どれだけ高くつめる
かな？
期間●6月11日火～
 6月16日日

◉おはなしポケット
今月は図書館の司書さんによるおはなし
会です。
日時●6月20日木　
　　　午前10時30分～
対象●乳幼児

平成25年6月1日　　　　　　　　　　　　　│26 │

手のひらを上に向けて
膝を９０度曲げ、脇につ
ける。
手のひらを顔に向けて
手の先から肘までをくっ
つける。
手の先が離れないよう
に意識しながら両腕を
まっすぐ上に伸ばす。
手のひらを外側に向け
て大きな円を描くように
してゆっくり腕を下ろ
す。
①の姿勢に戻す
上記を５～６セット行い
ましょう。生涯学習課☎２３局3531

深い呼吸に合わせてゆっくり動きましょう。はじ
めに腕を前後左右に揺らして肩周りをほぐして
から行いましょう。

簡単な動きで肩周り
すっきり！

１ ２

３ ４

１

２

３

４

5

58
Ｑ

「市民の声」紹介

              ふれあいシルバーサロンは、
ご近所の方が集まって、手芸やゲーム、井
戸端会議などでひとときを過ごしてもら
う も の で 、社 会 福
祉 協 議 会 が 開 催し
ています。会場の一
覧 や 開 催日は 、「社
協だより(5月１５日
号)」に掲載していま
す。どなたでも参加できます。詳しくは、社
会福祉協議会にお問い合わせください。
▶田原市社会福祉協議会　☎23局0610

　市内でシルバーサロンとい
う集まりがあると聞いたので
すが、どんな集まりですか？だ
れでも参加できますか？

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

ハグ
身近な子育てのお話
をテーマに沿ってし
てくれます。
日時●６月19日水
 午前10時～
テーマ●子育て応援団を増やそう

◎（予
よ こ く じ ど う

告）児童センター10周
しゅうねん

年
＊センターまつり
日時●7月13日土・14日日　　　  
 午前9時30分～午後2時30分
＊大道芸人kei「ジャグリングショー」
日時●7月15日月・祝
 午前9時30分～午後2時30分

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様
よ う す

子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～午後5時

6 月のお休み

3日月、10日月、17日月、24日月

◦お知らせ　
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

中学生も楽しんでます。



6たはら
クイズ

広 報

今月　納税・使用料の

月7月1日

火6月25日

市・県民税
（全期・第１期分）

水道料・下水道使用料金
（４・５月分）

下水道事業受益者負担金
（全期・第１期分）

農業集落排水事業分担金
（全期・第１期分）

国民健康保険税
（第２期分）
介護保険料
（第２期分）

納期限

口座引落日
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宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線
節水注意線とはこの値を下回ると節水率が開始されるライン（節水率検討）

5/20現在
89.3％

2/1 2/10 2/20 3/1 3/10 3/20 4/1 4/10 4/20 5/1 5/10 5/20

川の汚れは海の汚れに繋がります。
川を守ることで田原市のきれいな水環境を作りましょう。

●市内5河川の水質調査結果

2月 5月 7月 9月 11月 1月 3月

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
漏水かな？ 水量の変化に注意して

汐川環境基準
10mg/l以下

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

　

1
か
ら
５
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

６
頁
の
消
防
○
○
○
版
で
は
、
水
の

事
故
の
対
処
方
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

２　

今
月
の
お
手
軽
３
分
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

の
テ
ー
マ
は
「
簡
単
な
動
き
で
○
○
○

○
○
す
っ
き
り
！
」

３　

田
原
市
は
「
日
本
一
の
花
の
生
産
地

か
ら
日
本
一
花
を
贈
る
ま
ち
に
！
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
毎
月
『
今
月
の
○
○

○
半
島
の
花
』
を
紹
介
し
ま
す
。

４　

今
月
の
ヘ
ル
シ
ー
ナ
の
健
康
応
援
ナ
ビ

は
「
子
ど
も
の
○
○
○
を
予
防
し
よ
う
」

が
テ
ー
マ
で
す
。

５　

田
原
市
は
、
公
共
施
設
の
有
効
活
用

に
向
け
て
○
○
○
○
○
○
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
導
入
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
６
月
20
日
（
木
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
５
月
号
の
答
え
】
こ
い
の
ぼ
り

（
応
募
総
数
55
通
中
、
正
解
55
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

人身23件（89件）
負傷31人（110人）
死亡0人（1人）
物損138件（520件）

火災2件（7件）
救急183件（719件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗4件（9件）
乗物盗1件（7件）
非侵入盗7件　（33件）

※（　）内の数字は平成25年の累計

田原警察署だより 田原警察署☎23局０１１０

4月

◉振り込め詐欺の未然防止に署長から感謝状

　田原警察署は5月7日（火）、振り込め詐欺を未然に
防止した、三菱東京ＵＦＪ銀行田原支店渥美出張所に
対し、苅谷充規署長から感謝状を贈呈しました。
　これは、市内に住む男性（82歳）が、多額の現金を引
き出そうとしたのを不審に思った女性行員が、男性に内
容を尋ね「振り込め詐欺」と直感、警察に通報するなど
適切な対応により被害を防止したことによるものです。
　苅谷署長は、「みなさん
が昨年実施された訓練の
成果により、未然に被害を
防ぐことができた。今後も
被害防止にご協力をお願
いします」と行員の労をね
ぎらいました。

～ すぐに振り込まない　ひとりで振り込まない 
　必ず誰かに相談する ～

●苅谷署長から感謝状を受け取る
田中宏征所長（写真左）

1

2

3

4

5



大好きなパパの顔を描いた
よ。

今にも動き出しそうな
カメや川の流れに迫力
を感じます。また鮮や
かに着色できました。

評 評

虹の下で遊んでいる絵を描
いたよ。

にじ　　 した　　 あそ　　　　　　　 　 え　　   か

　　たい　よう　　　　　

伊良湖小学校５年

小久保昂斗くん
　　　　 　　　たか   と

北部保育園

眞木杏梨ちゃん（5歳）

北部保育園

坂部太洋くん（６歳）

筆遣いが丁寧で、きれ
いな線を書くことがで
きました。全体のバラ
ンスが良いです。

評 絵具とスポンジを上手に使ってきれいな
虹を描くことができました。

えのぐ　　　　　　　　　　　 じょうず     つか　　　　　　　　　  

にじ　　か　　　　　　　　　  

　　　　

評 画用紙から飛び出してきそうなくらい、とても
いきいきとした似顔絵が描けました。

が　よう　し               と　　　 だ　　　　　　

 　　に がお え　　　か

 　　　　　　　　　　　　　　

　　

版画

習字

   　　

　　 あん 　 り

　　　　　 

伊良湖小学校６年

小久保美々さん
　 　　　　　み　　み

だい す　　　　　　　　 　   かお　    か

太田
友香
先生

平成25年6月1日　　　　　　　　　　　　　│28 │

65,406人　総人口

33,018人　男性

32,388人　女性

21,858世帯世帯数

41人出生 51人死亡

234人転入 204人転出

20人増減

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１88.81km2

（平成25年5月1日現在）

※増減は4月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
昨
年
く
ら
い
か

ら
、近
場
の
低
山

に
登
る
こ
と
が
趣

味
の
ひ
と
つ
と
な

り
ま
し
た
。森
林

の
静
寂
と
風
の
さ
わ
や
か
さ
を
想
像

し
な
が
ら
、あ
れ
こ
れ
グ
ッ
ズ
を
揃

え
る
時
間
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。と

は
い
え
出
か
け
て
み
れ
ば
、ウ
キ
ウ

キ
す
る
の
は
登
山
口
ま
で
。す
ぐ
に

足
は
重
く
な
り
、息
も
上
が
り
、「
な

ん
で
来
た
い
と
思
っ
た
の
か
」と
自

問
自
答
。途
中
、普
段
あ
ま
り
食
べ

な
い
チ
ョ
コ
な
ど
で
癒
さ
れ
つ
つ
、

や
っ
と
頂
上
へ
。見
渡
す
限
り
の

山
々
が
、次
の
登
山
へ
と
い
ざ
な
い

ま
す
。三
ツ
瀬
明
神
山
の
馬
ノ
背
岩

か
ら
の
景
色
、最
近
で
は
一
番
の
お

気
に
入
り
で
す
。（
Ｍ
）

▼
暖
か
さ
を
飛
び
越
え
、一
気
に
夏

を
感
じ
る
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す

が
、も
う
す
ぐ
梅
雨
入
り
。雨
の
日

は
、夏
物
へ
の「
衣
替
え
」を
、晴
れ
た

日
は
家
族
で
お
出
か
け
す
る
な
ど
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。（
Ｉ
）

【
表
紙
の
写
真
】蔵
王
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

N
o.739 平

成
25

年
6

月１
日

号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp


